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～「道の駅」と大学との連携～
金沢星稜大学の学生が道の駅「すずなり」にて

奥能登の地域活性化に取り組みます

○国土交通省が全国で進めている「道の駅」と大学との交流・連携の一環として、
金沢星稜大学と道の駅「すずなり」及び金沢河川国道事務所の３者が連携企画型
の実習を実施することになりました。

○この取り組みは、将来の地域活性化の担い手となる人材を育成・確保するとともに、
「道の駅」が地域活性化の拠点を目指して進化を遂げるため、「道の駅」と大学が
お互いのニーズを確認し、付加価値を創出するための企画・立案等を実施するもの
であり、石川県内では初の取り組みです。（詳細は 参照）

【主な実施内容】
①道の駅「すずなり」の商品・販売方法の企画
②道の駅「すずなり」の知名度向上企画
③珠洲市（徒歩圏）観光モデルコース開発
④珠洲市広域観光モデルコース開発
⑤珠洲市宿泊調査
⑥まつりの観光的魅力アップ調査

【対象】
金沢星稜大学経済学部 ２年生19名（６チーム） ３年生16名（４チーム）

【スケジュール】
８月24日（月）～25日（火）の２日間に現地調査を行います。
・24日(月) 現地調査 13：00～17：00
・25日(火) 現地調査 9：30～11：00

【報道関係の皆様へ】
当日取材をされる場合は、24日(月)13:00に道の駅「すずなり」にお集まりください。

※なお、取材時間・場所に関して個別にご要望がある場合は、事前に下記の
金沢河川国道事務所【問い合わせ先】まで、ご連絡をお願いします。

【問い合わせ先】
●実施内容に関する問合せ

・金沢星稜大学経済学部准教授 青木 卓志
TEL:076-253-3924（代表）
・NPO法人能登すずなり（珠洲市観光協会） 事務局長 出村 一彦
TEL:0768-82-4688（代表）

●制度に関する問合せ
・金沢河川国道事務所 建設専門官 餘久保 陽
TEL:076-264-9912（調査第二課直通）
FAX:076-233-9641
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道の駅「すずなり」の住所 ： 〒927-1213 珠洲市野々江町シの部15番地



道の駅「すずなり」と金沢星稜大学との連携

道の駅「すずなり」と金沢星稜大学経済学部の学生が連携し、「道の駅」を拠点として商品・販売方法の
企画立案、珠洲市の観光モデルコース開発等を行います。

①道の駅「すずなり」の商品・販売方法の企画
若い世代を対象とした人気特産品等のアンケート調査、
販売方法の企画

②道の駅「すずなり」の知名度向上企画
知名度と“商品力”のアップを目的とした調査

③珠洲市（徒歩圏）観光モデルコース開発
徒歩・自転車利用による中心部周辺モデルコース開発

④珠洲市広域観光モデルコース開発

車による広域モデルコース開発

⑤珠洲市宿泊調査
外国人、高齢者、子供、障がい者の利用に着目した

宿泊時の利便性調査

⑥まつりの観光的魅力アップ調査

能登の風物詩「キリコ祭」
の維持や活性化を目的
とした調査

【特産品例】

揚げ浜塩バニラソフト

○能登の海には多くの種類のミネラルが豊富に含まれています。
塩の製法にこだわり、奥能登の綺麗な海水から塩を製造しています。

珠洲の塩

【観光モデルコース】

○珠洲市は、自然豊かな場所であり、
伝説が語り継がれる史跡等がたくさん
あります。
そこで、移動手段別にモデルコース
を開発します。

軍艦島と呼ばれる見附島

○珠洲市には、新鮮な海産物や農産物、
珪藻土を職人がノミを用いて切り出し、
一つ一つ手作業により成形・焼成など
を行う「切り出し七輪」「切り出しコンロ」
など多数の特産品があります。

道の駅「すずなり」

その他の特選品の数々
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